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Serial Dilutions of Antibody
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、メチルシトシンから5-ヒドロキシメチルシトシンへの変換を触媒するメチルシトシンジオキシゲナーゼです。このタンパク質は骨髄造血に関与しており、この遺伝子の異常はいくつかの骨髄増殖性疾患と関連付けられています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つのバリアントが見つかっています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	HL-60（1）およびSK-N-SH（2）細胞溶解物に対するTET2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	TET2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TET2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TET2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

